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■お子さんの初めての誕生日、おめでとうございます。お子さんにとっては１歳の誕生日ですが、
パパとママにとっては、親になって１歳の記念日でもあります。そんな親としての気持ちや我が子
へのメッセージを、成長の記録とともに書き記しておきましょう。

祝１歳！ ＆ 親からのメッセージ

　　　　　　　　へのメッセージ

■身長　　　　　　　　　　　　　cm　　■体重　　　　　　　　　　　　g

■足のサイズ　　　　　　　　　　　　　　cm

■お気に入りの絵本

■お気に入りのおもちゃ

■お気に入りの遊び

■好きな歌

■好きな動物

■好きな食べ物

■そのほかのメモリアルMEMO

■誕生日のプレゼント 

■最近の社会のニュース

■流行の歌、本、映画など

　　　　　　　 

年　　月　　日記入

photo
１歳のお誕生日の

ベストショットを貼って
記念にしましょう。

年　　月　　日記入
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　言葉はまだよく分からなくても、目や
耳で絵本を楽しむのがこのころ。変化の
ある色や形で描かれた絵本、心地良いリ
ズムを持った言葉が並ぶ絵本が大好き。
絵本を読みながら指を差したり、声に出
したり、真似したりと、親子で一緒に楽
しめる絵本がオススメです。「もう１回！ 
もう１回！」のリクエストにできるだけ
応じてあげましょう。

１歳
■身体の成長が著しく、一般的には立って歩き出す時期です。歩行が始まると目が離せなくなるの
で、親としてはそういった大変さが新たに生じてきます。パパとママとで協力し合いましょう。
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■ 幼児らしい体型になっていきます
　ぽちゃぽちゃとして柔らかい赤ちゃん独特
の体型から、徐々に筋肉が付いて、幼児体型
になっていきます。
■ つかまり立ち、ひとり歩きを始めます
　全体の半分ぐらい
の赤ちゃんが、1 歳
の誕生日ごろまでに
歩くようになると言
われていますが、こ
れには個人差があり
ます。筋力の付き方

や性格などによって、歩き始めが遅い子もい
ますが、この時期の早さについては、必要以
上に心配することはありません。
■ 感情を表現するようになります
　褒められると喜んだり、おむつ替えを嫌がっ
たりと、感情表現が豊かになってきます。こ
れも個人差がありますが、「パパ」、「ママ」な
どの意味のある単語（一語文）を話し始めるよ
うになります。
■ ごっこ遊びを楽しむようになります
　１歳半ごろになると、好奇心が旺盛になっ
てさらに動きが活発になります。人形やぬい
ぐるみを相手にした「ごっこ遊び」が始まるの
もこのころです。

子どもの様子 ※個人差があります
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■ 子どもの事故に注意しましょう
　歩行が始まるとさらに行動範囲が広がり、
事故に対する注意が必要になります。階段か
らの転落や洗剤の誤飲、ストーブによるやけ
どなど、起こり得ることを想定して事前の防
止に努め、なるべく目の届く範囲で遊ばせる
ようにしましょう。

■ 子どもの意欲を伸ばしてあげましょう
　 食 事 や 着 替 え な
ど、もちろん一人前
に は で き な い 時 期
ですが、「自分でや
りたい」という意欲
がうかがえたら、な
るべく手や口を出さ
ずに見守ってあげま
しょう。ただし、危
険が伴いそうなとき
は、即対処を。

■ 歯みがきを習慣にしましょう
　１歳を過ぎるころから、むし歯になりやす
くなります。歯みがきの習慣化が大切です。
　家族が一緒に歯みがきをすると、歯ブラシ
に興味を持ち、まねをするようになります。
自分でやろうとする意欲を大事にし、思い通
りに磨かせたあと、手際よく仕上げ磨きをし
ましょう。

子育てのポイント
こんな絵本がオススメ

　
　松本市では１歳７か月児を対象に、身
体計測・医師診察（小児科・歯科）・発達
観察・育児相談・栄養相談・歯科相談等
を行っています。場所は各保健センター
です。
詳しくは松本市健康づくり課まで。
☎（0263）34・3217

１歳６か月児健診

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

年　　月　　日撮影

年　　月　　日撮影

一升餅 いっしょうもち

　松本地域では、１歳の誕生日のお祝い
として、一升の餅を子どもに背負わせる
風習があります。紅白餅、あんころ餅、
おはぎ、お米など家庭
によりバリエーション
はありますが、風呂敷
に包み、肩から斜め掛
けに背負わせて歩かせ
るスタイルは共通して
いるようです。
　「一升餅」の由来は、
一生（一升）食べ物に困
らないように、強い子
に成長するように、の
意味合いからとされています。

この時期のお祝いごと

歯ブラシを歯に直角に
当てて、細かく振動さ
せましょう

歯ブラシは鉛筆持ちで
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　言葉を発したり、理解が徐々に進んで
くるこの時期、シンプルな絵と言葉で構
成された、簡単なストーリーの絵本がオ
ススメです。絵本を通していろいろな発
見ができたり、親子の会話が増えるとい
いですね。子どもが自分なりに絵本を読
みたいというときには、一人で手に持っ
て見られるサイズの絵本をセレクトしみ
てはいかがでしょう。

２歳〜３歳
■２歳ごろから「イヤイヤ期」に入ります。自分の感情のコントロールができない時期なので、親と
してもそれを理解したうえで気持ちを落ち着かせ、温かく見守れるように心がけましょう。

■ 全身の運動機能が発達します
　２歳になると、走ったり、
両足でジャンプすることが
できるようになります。３
歳になると、片足立ちやつ
ま先立ちができたり、ペダ
ルをこぐ乗り物を自分で動
かせるようにもなります。

■ 言語機能が飛躍的に発達します
　話せる言葉が増えてくる時期です。これま
での一語文から、「ママいた」、「ブーブきた」
のような二語文が出始めます。ただし、言葉

の発達は個人差が非常に大きく、２歳半でも
まだ片言という子もいますので、必要以上に
心配することはありません。
■ 第１次反抗期に入ります
　２歳児の特徴とも言われる「第１次反抗期」
を迎えます。いわゆる「イヤイヤ期」です。自
己主張が強くなり、何でも自分でやりたがる
時期です。手助けをいやがり、自分の思い通
りにならないと、泣きわめいたりもします。
■ おむつが取れ始めます
　膀胱も大きくなって排泄機能も完成に近づ
き、「出た」、「出る」と気持ちを伝えられるよ
うになることで、おむつが取れ始める子もい
ます。

子どもの様子 ※個人差があります
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■ 子どもの意欲を伸ばしてあげましょう
　二語文が出始めると、言語によるコミュニ
ケーション力が格段に上がります。「うんま、
たべた」と発したら、「うんま、たべたね」、「お
いしかった？」などと返しながら会話を発展さ
せていきましょう。３
歳ぐらいになると知的
好奇心が高まり、「な
んで？」、「どうして？」
と質問を繰り返すよう
になります。なるべく
欲求に応えられるよう
心がけましょう。

■ イヤイヤ期には大らかに向き合いましょう
　何に対しても「イヤ！」を連発し、感情のコン
トロールができない第一次反抗期を迎えると、
親としてもついつい感情的になりがち。これ
も自立心が芽生える成長段階の大切なプロセ
スと捉え、大らかな気持ちで温かく接するこ
とができるよう２人で協力し合いましょう。

■ おむつはずしのタイミングを計りましょう
　２時間くらいおむつが濡れなくなって、「出
た」と教えてくれるようになったら、トイレ
トレーニングを考えてみましょう。時間を見
てトイレに誘い、おまるに座らせ、タイミン
グよく出たら、たくさん褒めてあげます。出

たら褒めるを繰り返し、
たとえ出なくても、叱っ
たり、がっかりするの
はNG。
　トイレトレーニング
は個人差も大きく、一
進一退を繰り返して完
成するもの。そのうち

できるようになるというくらいの気持ちで、
のんびりと進めましょう。

子育てのポイント
こんな絵本がオススメ

　
　松本市では３歳１か月児を対象に、身
体計測・医師診察（小児科・歯科）・尿検
査・視聴覚検査・発達観察・育児相談・
栄養相談・歯科相談等を行っています。
絵本１冊をプレゼントする「セカンド
ブック事業」をこのとき行います。場所
は各保健センターです。
詳しくは松本市健康づくり課まで。
☎（0263）34・3217

３歳児健診

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

年　　月　　日撮影

年　　月　　日撮影

七五三 しちごさん

　元来３歳、５歳、７歳は子どもの厄年
とされ、その厄払いのため、鬼がいない
11月15日の「鬼宿日」に神社へお参り
に行ったという風習が
七五三の原型だと言わ
れています。
　最近では、参拝・祈祷、
記念撮影、会食などを
組み合わせて執り行う
のが一般的ですが、子ど
もの成長を祝い、これ
からも健やかに育つよう祈念するという
主旨で行うものであれば、そのスタイル
はご家庭によってさまざまなようです。

この時期のお祝いごと
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４歳〜６歳
■身体の成長とともに、心の成長も際立つ時期です。子どもが自分の力で歩いていけるよう、全力で
サポートしましょう。子どものことを心から認め、褒め、叱って、親としても成長していきたいものです。

■ 自分と他人との区別が付くようになります
　４歳ごろになると自意識が芽生え、自分と
他人との区別がしっかり付くようになります。
同時に恥ずかしがったり、不安を感じたりす
るようにもなります。
■ 社会性が次第に身についてきます
　保育園・幼稚園・認定こども園に通園する
こともあって、役割を担ったり、ルール性を
持った遊びを楽しんだりと、社会性が育つ時
期でもあります。協調性を持ってお友達に接
して相手を思いやったり、我慢することも覚
えます。

■ 身の周りのことができるようになります
　食事、トイレ、着替えな
ど、日常生活に関わる自分
の身の周りのことが、一通
りできるようになります。
ハサミを使ったり、釘をト
ントン打ったりと、手先も
器用になってきます。
■ 表現力や想像力が髙まります
　思ったことを文字や絵にしたり、話したり
といった表現力が高まってきます。また好奇
心が旺盛になって知識欲が増し、想像力もた
くましくなる時期です。ひらがなや数字にも
興味を持ち始めます。

子どもの様子 ※個人差があります
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■ お話をしっかり聞きましょう
　幼稚園や保育園でその日あったことなどを、
どんどん話したい時期。耳を傾けて、「すごい
ねー」、「よかったねー」と共感したり、努力
を認めたりしながら、しっかり話を聞きましょ
う。聞いてもらえた嬉しさを実感し、逆に人
の話を聞こうとする気持ちが育ちます。

■ 子どもの気持ちに寄り添いながら
礼儀やマナーを教えていきましょう
　お友達と関わりながら成長していくのと同
時に、不条理を感じたり、我慢を強いられた
りといった経験も度々味わうはずですが、そ
の都度、子どもの気持ちに寄り添って一緒に
なって考えてみましょう。
心のケアをする一方、礼
儀やマナーを教えること
も大切です。
　人と人との関係性を学
ばせる中で気をつけたい
のが、他人との比較。親
としても気になるところではありますが、「○
○ちゃんのほうが…」、「○○くんは△△なの
に」といった表現は避けるべきです。

■ 身体を使った遊びをたくさんしましょう
　成長とともに運動機能が高まる幼児期には、
身体をたくさん動かすことが大切になりま
す。一般的に神経系の
発達は生後すぐから５
歳までに80％、10歳で
95％に達すると言われ
ています。
　特にパパの場合、身体
をダイナミックに使う
フィールドアスレチッ
クに挑戦したり、ボー
ル遊びを楽しんだりと、子どもと一緒に夢中
になって遊ぶ機会を大いに持ちましょう。松
本市の保育園の調査では、「休日の外遊び時間
が多い園児は運動能力が高い」という結果が報
告されています。

■「テレビ子守」・「スマホ子守」に気をつ
けましょう
　テレビやスマホのアプリを見せることによ
る一方通行の刺激は、言語やコミュニケーショ
ン能力の発達の妨げになることが分かってい
ます。メディアを上手に活用して、見せっぱ
なし、遊ばせっぱなしにならないように気を
つけましょう。

子育てのポイント

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

photo
思い出に残したい

写真を貼りましょう。

年　　月　　日撮影

年　　月　　日撮影

　
　次第に登場人物の気持ちが分かってき
ます。主人公の気持ちに寄り添って感情
移入し、一緒に喜んだり、悲しんだり、
笑ったりと、絵本を通して大切な経験が
できる時期でもあります。年齢が進むに
つれて、想像力も培われていきますので、
ストーリー性のある作品のセレクトも考
えてみましょう。命の大切さや他人への
思いやりが表現された作品にも触れさせ
たいものです。

こんな絵本がオススメ

股くぐり祭 またくぐりさい

　毎年４月（基本的に第３土日）に、松本市波
田の田村堂仁王尊では「股くぐり祭」が開催
されています。
　これはその昔、は
しかがはやったとき
に、子どもに仁王尊
の股の下をくぐらせ
たところ軽く済ん
だ、という故事にな
らって行われている伝統行事。子どもの健や
かな成長を祈る親子連れで、毎年賑わいを見
せています。
※参加できる子どもの年齢制限は特に設けられていま
せん

この時期のお祝いごと
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叱り方のコツ

小学校入学に向けての準備

■子どもが良からぬことをしたときに叱るのも、親の大切な役目。単に怒鳴り散らすのでは、それ
は子どもの心に響きません。どういうタイミングでどのように叱るのがいいのでしょうか。

■ そのとき、その場で、手短に叱る
　「あのとき、あんなことをしたね！ ダメじゃないか」と、時間が経
過してから叱っても効果的ではありません。叱るときは、「そのとき、
その場で」を心がけましょう。また、何十分もダラダラと叱るのも
良くありません。子どもにマイナスな感情が残ってしまっては逆効
果。手短に理由を添え、スマートに叱るようにしましょう。

■ 一貫性を持って叱る
　同じ過ちをしているのに、昨日は許して、今日は叱ってと、その時々で基準がまちまちだったり、
パパとママで方針が違ったり、というのでは子どもを混乱させてしまいます。対応のあり方につい
ては、夫婦でよく話し合っておきましょう。２人で同時に叱るのは、よほどのことがない限り避け
ましょう。その際、どちらかは少々引き気味に立場をおき、見守り役を務めるのが理想的です。

■ 愛情を持って、本気で叱る
　叱るのは、あくまで子どものためです。悪い行為を改めさせることを目的として行います。でも
体罰によって行為をやめさせるとしたら、「痛い（怖い）からやめる」、「怒られるからしない」という
気持ちになって、善悪のけじめが身につきません。子どもと目を合わせて、愛情を持って本心から
叱りましょう。そしてこれは「褒める」ときのスタンスと全く同じです。

■ 基本的な生活習慣を身につけさせよう
　小学校入学時のみならず、規則正しい生活習慣は、子どもの健全な発育にも非常に大切です。
＜睡眠＞ 早寝早起きを前提に就寝時間、起床時間を定め、それが守れるよう家族全員で協力しましょ
う。就寝時は１人で寝られるように。
＜食事＞ 朝夕、決まった時間に、なるべく家族そろって食事できるように心がけましょう。好き嫌
いのないようにし、箸を正しく持ったり使えたりするように練習しておきましょう。

■ 身の周りのことは１人でできるようにしておこう
　名前を呼ばれたら大きな声で返事をする、挨拶がはっきりできる
ようにする、といったことは基本中の基本。さらに歯みがき、着替
え、整理整頓など、自分のことは自分でできるように伝え、練習し
ておきましょう。

■ 交通ルールを学ばせよう
　子ども（たち）だけで登校となれば、心配も尽きません。入学前に
通学路を親子で歩いて、危険な場所を確認しつつ、信号の見方、横
断歩道の渡り方など交通ルールを学ぶ機会を設けましょう。


